
　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

っ
て
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
（
以
下
「
指
針
案
」

と
い
う
。
）
を
平
成
十
九
年
七
月
十
七
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
区
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
当
該
指
針
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に

広
島
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
十
九
年
七
月
二
日

広
島
県
知
事  

藤　
　

田　
　

雄　
　

山

一　

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

　
　

灰
塚
鳥
獣
保
護
区

二　

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

　
　

三
次
市
三
良
坂
町
地
内
の
市
道
萩
原
線
と
市
道
長
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同
所
か
ら
市
道
萩

原
線
を
東
方
に
進
み
市
道
反
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
反
谷
線
を
北
東
方
に
進
み
市
道
萩

原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
萩
原
線
を
南
方
に
進
み
市
道
湯
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
湯
谷
線
を
南
方
に
進
み
林
道
湯
谷
大
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
方
に
進

み
市
道
大
谷
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
方
に
進
み
市
道
湯
谷
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
湯
谷
線
を
南
東
方
に
進
み
市
道
羽
地
中
瀬
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
羽

地
中
瀬
線
を
南
東
方
に
進
み
県
道
三
良
坂
総
領
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
方
に
進

み
市
道
田
総
の
里
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
方
に
進
み
市
道
御
調
谷
羽
地
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
御
調
谷
羽
地
線
を
南
方
に
進
み
県
道
三
良
坂
総
領
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
を
西
方
に
進
み
市
道
木
屋
谷
筋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
方
に
進
み
市

道
祇
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
祇
園
線
を
南
西
方
に
進
み
市
道
室
谷
枯
木
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
室
谷
枯
木
線
を
西
方
に
進
み
市
道
倉
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
倉

谷
線
を
南
西
方
に
進
み
県
道
三
良
坂
総
領
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
方
に
進
み
里

道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
里
道
を
南
東
方
に
進
み
千
束
池
の
堰
堤
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
堰
堤
を
南
方
に
進
み
普
通
河
川
千
束
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
普
通
河
川
を
西
方
に
進
み
県
道
梶
田
三

良
坂
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
市
道
矢
田
三
田
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
方
に
進
み
県
道
三
良
坂
総
領
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
方

に
進
み
林
道
棗
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
方
に
進
み
市
道
暮
石
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
方
に
進
み
市
道
萩
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
萩
原
線
を

西
方
に
進
み
灰
塚
ダ
ム
の
洪
水
時
汀
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
汀
線
を
南
西
方
に
進
み
市
道
長

沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
方
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

三　

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

　
　

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四　

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
案

　

１　

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分



　
　
　

身
近
な
鳥
獣
の
生
息
地

　

２　

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

　
　
　

当
該
区
域
は
、
三
次
市
三
良
坂
町
、
吉
舎
町
及
び
庄
原
市
総
領
町
に
ま
た
が
る
ハ
イ
ヅ
カ
湖
の
区
域

及
び
そ
の
周
辺
で
、
国
土
交
通
省
に
よ
っ
て
生
き
物
の
生
息
地
と
し
て
整
備
さ
れ
た
「
知
和
ウ
エ
ッ
ト

ラ
ン
ド
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
野
鳥
を
は
じ
め
と
し
て
多
様
な
生
物
が
棲
む
新
た
な
水
辺
環
境
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
イ
ヅ
カ
湖
周
辺
に
は
、
公
園
、
広
場
が
設
置
さ
れ
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
多
く
の
入
り
込
み
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
野
鳥
の
生
息
地
と

し
て
確
保
す
る
と
と
も
に
、
野
鳥
の
観
察
や
保
護
活
動
を
通
じ
た
環
境
教
育
の
場
と
し
て
確
保
す
る
た

め
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
区
域
内
の
野
鳥
の
保
護
を
図
る
。

　

３　

管
理
方
針

　
　

・　

区
域
内
の
生
育
環
境
の
把
握
に
努
め
、
鳥
類
の
安
定
的
な
生
息
に
支
障
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
す
る
。

　
　

・　

農
林
水
産
業
等
被
害
防
止
の
た
め
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
実
情
を
十
分
考
慮
し
、
適
切

に
対
応
す
る
。

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
縦
覧
場
所

　
　

広
島
県
環
境
部
環
境
対
策
局
自
然
環
境
保
全
室
及
び
備
北
地
域
事
務
所
農
林
局
林
務
課


